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日本バ ドミントン協会

福 井 県 教 育委員 会

福   井   県

福 井 県 体 育 協 会

武 生 市 教 育 委 員 会

武 生 市 体 育 協 会

朝 日 新 聞 社

福井県バドミントン協会

昭和40年 6月 12日 ～14日

福井県武生市武生高等学校体育館
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あ い さ つ

日本ノくドミントン協会会長 本 田 弘 敏

このたび、第 8回全日本社会人ベドミントン選手権大会が、福井県におい

て開催されますことを心より喜ぶものであります。特に福井県は昭和46年の

国民体育大会を迎えようとされておられるときであり、又始めてのパ ドミン

トン競技全国大会として開催されますことなど、誠に意義深く、本協会をイt

表して、関係各位に対し,きよりのお祝いと感謝を申し上げます。

昨春東京における世界選手権大会開催によつて、内外に日本バドミントン界の力を示し、将来に大

きな期待をもつことが出来、全国会員の意気が大いに盛り上つて参りました今日、全国各地より多数

の優秀選手を迎えて成功裡に終始することを信じております。みなさんがカーばい、正々堂々の戦い

を進められるよう祈つてやみません。                               そ

終りに本大会の準備のために、ひとかたならぬご吉労をされました地元関係各位に心より感謝申し

上げ、このご努力が第26回国体成功への道につながり、大きな成果があがりますよう祈念いた lンまし

て、ごあいさつといたします。

ヽ
し

福井県体育協会会長 島   田  博   道

第 8回全日本社会人ノヾ ドミントン選手権大会が武生市において開催されま

すことは、本県体育協会といたしまして、まことによろこばしく、またスポ

ー ソ`関係者の一員として,こ かヽらお祝い申しあげます。

皆さまご承知のごとく、第26回国民体育大会開催が内定している本県体育

協会では、全 」より選ばれた皆さまの秀れた技術を見せていただくことによ

つて1県民のスポーッに対する理解と関′しヽを一層深め、本県スポーツ技術の向上に大いに役立つこと

と確信いたしております。

申すまでもなく、オリノピツク東京大会を契機に、わが国のスポーツ科学はさらに発展し、一段と

充実してまいりました。この成果を今後スポーツ界をはじめ各分野に浸透され、実践と結びつけて活

用しなければならないと存じます。幸い、本大会が飛躍的前進を目指している本県体育協会のよきdll

戟になるよう念願し、また、皆様方におかれましても郷土の期待をになつて、日ごろの鍛練の成果を

発揮され、正 堂々々と栄えある優勝を目ざして敢闘されることを切望してやみません。

最後に、本大会を開催するにあたり、絶大なるご尽力を賜わ,ま した関係団体、関係各位に深く感

謝いたします。

拶
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大 会 を 迎 え て

福井県教育委員会教育長 橋   本   大

第 8回 全日本社会人ノくドミントン選手権大会を福井県において開催するに

あたり選手諸君を,い より材迎申しあげます。

社会人として勤務のかたわら悪条件と戦い、練習時間の不足を克服し、積
み

重ねられた労苦は計り知れないものがあると推察いたします。また、ア
マチ

エアスポーツの道に精進された選手諸君の卓越された技術と精神に接するこ

とは、スポーツを愛する者にとり、この上ない喜びを感するのであります。さらに本大会が、福丼県

のベ ドミントン競技に対する刺激となり、県のスポーツ熱の高揚に大いに寄与するものがあると確信

いた t´ ます。ご承知のように、福井県は第25回国民体育大会の開催を内定され、国体旗を迎える
べく

張 り切つておりますが、ここに全国より選ばれた諸君を迎え本大会を開催できますことは、関係者
に

国体準備 運営、施設等について研究する絶好の機会であり、福井県にとつて、まことに有意義な大

会であり、飛躍の歴史に 1ペ ージを加えるものと確信を深めるものであります。

本日より14日 までの 6日 間にわたる熱戦の結果、どなたが輝く栄光の座につかれるか、予断は許され

ませんが、ここに集まられた選手諸君がスポーツマンシツプを遺憾なく発揮され、最後まで悔い
のな

いご健斗を続けられることを、心よりお祈り申しあげて挨拶といたします。

歓 迎 の こ と ば

原 新 十 郎

全国各都道府県を代表して、元気な選手諸君をお迎えして、ここに第 8回

全 日本社会人バ ドミント/選手権大会を当県において盛大に開催することが

できますことは、主管協会といたしまして、このうえない喜びであり、その

責任の重大さを痛感させられております。

本県は昭和46年に第26回国民休育大会の開催が内定いたしており、その試

金石として是非成功致すよう鋭意その準備を進めて参りましたが、本協会が主管する全国大会は、こ

れが初めてでありますので、準備、運営、その他において不行届な,点が多く、遠来の皆様に何かとご

不便をかけることと存 じますが、選手、役員各位の温かいご協力により、本大会が盛大裡に終了いた

しますよう念願いたしますと同時に、本日より6日間、皆様方のご健斗をお祈りして歓迎のことばと

いたします。
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強 力 な 反 擁 力 と 素 晴 しい グ リ ッ プ 感 が

HY日MAX
FEARLESS

ゴーセンラケットの生命です

コ“― セ ン プ ロリト

HY‐SHEEP

大 阪 合 繊 株 式 会 社

本   社・大阪市東区唐物町 2丁 目 5番地

東京営業所・東京都台東区浅草橋 2丁 日20番 6号
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開 会 式

1.役昌選手入場

2.開 会 宣 言

6・ 君 が代 斉唱

4.優 勝杯 返還

5。 会 長 挨 拶

6.祝    辞

7.選 手 宣 誓

8.競技 Fの海意

9.役 員選手退場

閉 会 式

1.役員選手整列

2.成 績 発 表

6・ 表    彰

4.挨    拶

5.閉 会 宜 言

6.役 員選手角1散

式    次 第

大会委員長 J‖  端   昇   市

大会会長 本  田  弘  敏

審 判 長 市 嶋 智 三 郎

競技委員長 今  井      先

大会副会長

大会委員長 川  端  昇  市

大  会  日  程
第 1日 r6.12'M8・ 60)閉 会 式

50単 1決勝まで 40単  核決勝まで
こ0単 l ln戦 まで、複 2回戦まで

一 li男子単 21●.戦 |`、 複 1回戦まで

一般女子単、複 1回戦まで、混合決勝 まで

第 2 日 (6 16 AM 9o)
60単、複決勝戦まで

一般男子単 4回戦まで、複ろ回戦まで

-1支女子単 6回戦まで、、複 2回戦まで

第 3日 (6.14 AM 9.oo)
一般男子単、複とも準決勝、 6位決定戦、決勝戦
一般女子単、複とも準決勝、 6位決定戦、決勝戦

(PM 2.00)   閉 会 式

(注意)1.定 力11時間前に会場着のこと。定刻におくれた場合は棄権とすることがあります。
.        2.コ ート及び時間は競技の都合により変更することがあります。

3.会場内の清潔にご協力下さい。
4.会 場への立人は指定されたところからして下さい。
5.各 自、盗難予防に充分ご注意下さい。
6.拍手以外の応援はご遠慮願います。
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ヽ

試 合 時 間 表

日

｀
、、コー ト

時間  
｀
ヽ、

1 3 4

第

日

9. 00

9. 60

10 00

10  50

11. 00

11. 30

12  00

12 60

15  00

13. 60

14. 00

14. 30

15. 00

15  60

16 00

16. 60

17. 00

17. 30

MIX    l

MD   2

″      8

MIX  6

LD   l

60  D     l

MIX 10

LS   l

″       7

MIx  12

40  S    l

MS    14

″      20

40 S    6

60 S    l

MS     29

″       65

″      41

MIX

MD

MIX

LD

60  D

MIX

LS

MIX

40 S

NI s

40  S

30  S

Ms

2

6

9

7

2

2

11

2

8

16

2

15

21

4

2

60

66

42

MIx   6

MD   4

″     10

MIX   8

LD   ろ

60  1)     ろ

40  D     2

LS   ろ

MS    7

30 D   4

50  S     l

ⅣI s     16

″       22

50 S    2

60 S    ろ

MS     61

〃       ろ7

″       4ろ

MIX   4

MD   5

″      11

MIS    9

LD

Ms

LS

Ms

4

1

4

4

8

3o  l)     5

MS   ll

″      17

″       23

″       26

こO S    4

MS   62

″       58

MIX   5

MD   6

″      12

40 D   l

LD

Ms

5

2

5

LS   5

Ms    9

60  D    6

MS    12

″      18

6o  S     5

Ms     ろ6

″       39

45

MD

50  D

ID

Ms

LS

MS

60J D

ⅣI s

ろO S

MS

1

7

16

1

6

ろ

6

6

10

7

16

19

25

28

6

64

40

46

第

2

日

9. CKl

9. 60

10. 00

10.Ю

ll.CKl

ll. 50

12. 00

12. 60

16. ∞

1る.30

14. 00

14. ろ0

15. 00

15. 60

16 00

16. 30

17. 00

17. 30

18.CIl

MD   14

〃     20

LD   7

″       1ろ

MD   "

LS   9

〃      15

60 S    9

MS   47

60  S    15

MS   61
″       67

50 S   19

LS   27
MS   75

50 S   21

MD

LD

MD

LS

るO S

Ms

ろO S
Ms

60  S

LS
Ms

ろO S

‐５

２‐

２７

８

‐４

”

‐０

‐６

２２

‐０

８

５４

‐６

６２

６８

２０

２８

７６

”

MD   16

″       22

LD   9

NI D    30

″      ろ6

LS   ll

″      17

Ms 49

55

6o  S    17

Ms

Ms

6ろ

69

76

77

81

50 S   ll

LS   29

17

26

29

10

61

57

12

18

24

50

56

78

82

60  S    18

MS   64
″     70

MD

LD

MD

LS

MS

Ms

60 S   12

74

LS   こ0

MD  18 MD

″       24  1 ″

ろO  I)     8  60  D

LD   ll LD

MD   62 MD

ろOD   10130 D

LS   16 LS

″     19  〃

6o  s    7 60  S

″      17。    ″

Ms   51 MS

″       57   ″

″       59   ″

Ms   65 MS
″    71  ″

LS   25 LS
″     61   ″

MS   79 Ms

９

５

９

２

６

１

４

０

８

‐４

５２

田

６０

６６

７２

２６

２

８０
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第 8回 全 日 本 社 会 人
バ ドミン トン選 手権大会

IJI
主:

獄会社米 山製作 所

名1器
―
の1品格|

味わい|のあ|る使用感

COLLEGIATE DELUXE (No.4000)

YO■‐EYAI鵬 A

好 評/サ ービスセール中
-10-

東 京 。新 潟



表間時〈ロ試

※ 記号説明

M s

L D

" D50  S

一般男子単

一般女子複

30才以上複

50才以上単

M D  一般男子複
MIX  男女混合複
40 S  40才 以上単

50 D  50才 以上複

L S  一般女子単
60 S  50才 以上単
40 D  40才 以上複

モメ

9  00

9. 50

10. 00

10. 60

11.15

12. 00

12.45

16。 30

LD

MD

LS

MS

MD

Ms

MD

Ms

15

68

66

86

42

87

44

89

LD

MD

LS

MS

MD

Ms

MD

Ms

17

40

65

85

19

67

21

39

LD   18

MD   41

LS   
“MS     86

LD   20

LS   38

LD   22

― H一

日
 1崚ロン＼＼
1時ざ
＼
＼ |   |

|



般

根

範

木
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

永

林

宅

越

々

田

倉

田

山

村

守

田

宮

井

井

田

崎

藤

村

政

原

藤

田

野

原

木

村

谷

木

田

　

原

近

嗅

劉

坂

倉

口

中

原

知

田

谷

村

潤

宮

小

三

船

佐

河

横

山

秋

上

江

杉

小

阪

土

松

寺

遠

岡

杉

柳

尾

沢

星

上

並

中

杉

高

前

林

柳

田

吉

長

野

栃

浜

竹

永

喜

比

網

奥

井

武  司 (東
一  男 (新
勝 (岡  山

克

博

之 (東 京)
行 (福 井|
満 (岐 阜)

良  樹 (東 京)
昭  夫 (富  山)
真  一 (京 都)

清 (富 山)
博 (神奈川)
唐 (東 京)
行 (福 井)
勉 (富 山)

新 二 良s(石 川
由  雄 (福 井)
真  男 (山 梨)
英  男 (東 京)
和  夫 (愛 知)
時  治 (福 井)だ、
宏  治 (岐 阜)
力 (東 京)

忠  男 (東 京)
章 (岐 阜)

真 (新 潟)′′~ ″ブ3

二み28

1露 32

ゴ 3

/r_“ 3

|と 4

',f:{qt

′,一′
/∫´る2

悠繰

′S~″2

′ましイ5

/「―′F
′夕´0
″
プ
7

フ
ん
″　　　　　́

タ

チ

／

／

移 1

争

良

行

義

敏

俊

常

孝

悠

敏

英

武

博

将

昌

庄

康

明

鎮

夫 (兵 庫
夫 (東 京)
明 (富 山)
明 (福 井)
― (岡 山)
巧 (福 井)
吉 (東 京)′r―
男 (富 山)
― (神奈川)

彦 (愛 知
樹 (東 京)
司 (新 潟)
信 (兵 庫)
晃 (東 京)
雄 (富  山)
広 (東 京)′ ,″

，
　
／

ι
『
′ヽ

/だ9-2

84

/アーク
/―/●

ク́ /678

衛 (福 井)
等 (富  山
義 (石 メ||)Jヒイ L空

42

８９

）

ィ
幸

落

勿
ι
（

ニ
ワ
わ
た

エ
ク
ち
ら
へ

男 (東 京)
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子男

理

堺

松

佐

栄  ― (東 京)
浦  義  治 (福 井)
藤  一  夫 (岐 阜)
部  勇  作 (東 京)
崎  精  治 (富 山)
中     茂 (新 潟)
木  勝  之 (神奈川)
川  吉 五 郎 (東 京)
田  逸  夫 (石 川)
辺  正  勝 (秋 田)
田  和  男 (東 京)
上  洋  一 (富 山)
高  郁  夫 (兵 庫)
保  慶  昭 (福 井)
偕  和 (東 京)

木  紀  之 (愛 知)
木  市  郎 (福 井)
野  博  之 (富  山)
林  繁  男 (新 潟)
禄  忠  義 (福 井)
沢  吉  雄 (富 山)
井     裕 (岐 阜)
木  幸  春 (東 京)
垣  善  憲 (愛 知)
架  邦  彦 (兵 庫)
伯  正  夫 (東 京)
子     弥 (富 山)
丸     勇 (新 潟)
紀  征 (福 井)

谷  喜 久 男 (東 京)
下  俊  樹 (福 井)
村     浩 (東 京)
塚  達  夫 (新 潟)
野  幸  雄 (富  山)
川  昌  之 (神奈川)
本  発  敏 (岡 山)
脇  妻  夫 (東 京)
三  徳 (富 山)

上  十  六 (東 京)
永  茂  雄 (福 井)
輪  宏  之 (岐 阜)
島  宏  昭 (富 山)
藤     実 (東 京)
田  邦  男 (神奈川)
崎  慶  三 (山 梨)

88
/r―ζ
/す―′

〃―/g‐
ノ´/r
5η

/」
―′タ
/r‐′

`

+a/f,:

9′F13

51/「几

な ァ

9/r_ぢ

/P■4
か、ァ

7′'イ

/Γ
~″

9/r´み

海

0/F―″

≠ イ

喜争島

鈴

相

亀

村

川

古

久

彫
μ
″降

板

藤

佐

73/r― r
ターィょ

原

森

木

沢

飯

大

/1ヽ

柳

森

堺

田

森

/″―

'御

，
ス
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・

完全な接着○

河 崎 ラ ケ ッ ト エ 業 株 式 会 社
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複子男般

堺 ・宮 永(東 京)

佐 木々・森 永(福 井)

三 輪。河 田(岐 阜)

亀 田・ 松 田(石 川)

星 野・ 森 谷(東 京)

糸 谷・山 本(福 井)

小 林・石 丸(新 潟)

滝 山・野 坂(東 京)

ほ1 近・西 島(富 山)

原 0寺 崎(福 井)

井 門・ 田 上(東 京)

上 付・飯 塚(新 潟)

阪 井・木 下(福 井)

船 越・ 沢 村(東 京)

並 木・藤 架(兵 庫)

川 上。永 原(富 山)

尾 藤・ 国 井(岐 阜)

比 田・松 浦(福 井)

横 倉・管  (東 京)

土 井・ 砂 子(富 山)

三 宅・ 柳 本(岡 山)

板 垣・ 長谷川(愛 知)

/1-ο
/●―ノ
沢 田・ 鈴

木・篠

川・ 中

山、日・ 堺

上 原・ 佐

杉 田0小

木(東 京)

田(福 井)

村(東 京)

(富 山)

藤(岐 阜)

りll(神奈川)

録(福 井)

部(東 京)

中(新 潟)

藤(東 京)

守(富 山)

崎(山 梨)

′

'伊

″

ノ
イ′
｀‐
つ′

｀

`

/‐7

15

場P―な

0′よ■

多 /∫ ―多

7″すノi=¬ 1ハ4-7炉 倉・竹
′―夕よ
′● _′ _

25カrt序
岡村・斎

/F―タ
大 野・ 江

遠 藤 0岡

/「´

/
」

″サ 彫
42

オ■

笈′
1

/r_タ

/r_′

l″

45
β‐//
/r_″ 6∠lr

1ぼ孝

1

7′,―・
/「―ル

/f,-c a
E-t>

３７
佑

8%ミλ

廻ノ
9/r_F 鈴

谷・ 島

木 0杉

二_馬路

棺
鬱
鰊 京

杉 谷・村

′吉 良・ 鈴
′

柳 原・ 久

新 田・ 奥

浜 口・ 古

菊 地・ 福

沢(富 山)

木(神奈川)

保(福 井)

村(石 川)

高(兵 庫)

井(東 京)

崎(富 山)

政(愛 知)

田(東 京)

/2-ん

豚

′′́ 0

″ ―/r

竹 中・ 村

3

〃二″3

だ 3
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・ザ
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バ
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ン
製

作

所

瀾

株

式

〈
バ

橿

　

一一一
　

　

　

和

大

阪

．〈
日
繊

株

式
．
〈ム

社

＠
錦
ジ
夢
商
会

な

諸

江

製

作

所

（
日
）
）
マ
ル
エ
ム
バ
ド
ミ
ン
ト
用
品
製
作
所

Ｏ
Ｘ
鳥
株
式
会
社

米

山

製

作

所

¨
一
　
一株
式
人ｒ
位
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
ト
ョ
ダ
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単子女般

高 木 紀 子(岐

岩 田 京 子(兵

大 場 慶 子(富

永 井 かおり(京

鈴 木 柳 子(東

室 1崎 光 子(富

大 塚 弘 子(愛

山 田 美津枝(福

西 場 芙津子(群

望 月 光 枝(東

秋 山 文 子(東

島   宏 子(兵

青 山 洋 子(福

田 中 俊 子(富

土 井 三枝子(愛

池 田 道 代(富

鈴 木   恵(東

松 田 竜 子(福

大八木 いと枝(京

竹 内 泰 子(新

阜)

庫)

山)

都)

京)

山)

知)

井)

馬/~た

京)

京)

庫)
′′‐

井n//~

山)

知)

山)

京)

井)

都)

潟)

〃―/

″―′

″―フ

″一

“

rr―′
クー′′

タ

掲〃孝

超
″始

金

功

井

信

山

和

夕
曰
外

0

″ザ

20′ILl~倶
″~′
粂

″
わ
″
タ

ナ 有

′　　　　喝

3/。 _′

,裁

″ダ
平

4み /牧
生ご河

%ゴ
9

`」

″―

l

′だH

准/15

〃生

`2

%ザ 26

″́ タ

%:象 8

〃―
『8夕 ‐″

7´〃

″―フ

5/7~ダ

′/― ケ
6″
´J

29′;:プ告

7″ =/高

″

中̀

藤 和 子(新 潟)

田 康 子(岐 阜)

元 二重子(福 井)

橋 和 子(富 山)

藤 貞 子(東 京)

力 淑 江(東 京)

上 悦 子(富 山)

野 成 子(福 井)

中 妙 子(京 都)

田 順 子(愛 知)

野 博 江(岐 阜)

田 広 子(富 山)

田   都(兵 庫)

田 信 意(福 井)

田 昌 代(愛 知)

木 とみ子(東 京)

田 初 代(愛 知)

喜美子(京 都)

野 芦 子(兵 庫)

村 和 子(富 山)
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般 女 子 複

高 木・ 天 野(岐

畑 ・ 須 貝(東

松 田・奥 野(福

田 中 池 田(富

金 藤・鈴 木(東

功 力・望 月(束

永 井。人八木(京

,牧 ′野 0信 田(兵

池 田・矢 口(東

中 橋 米 田(富

土 井・粂 田(愛

阜)

京)

藤・ 竹 内(新

田・ 島  (兵
′」‐―

`生
~1田
0井 元編 井)

潟

　

庫

井;だ■

山)

京)

京)

都)

庫)

京)

山)

知)

22
/1-δ

なつ

夕〃8

/F―

`夕 ・́ 9

_井
″ ″

`
竺召

/r_グ

o /r_i
″ ~' 

秋

な ´ 。

浜

西

13焦 ■

上・大 場(富 山)

場 新 井(群 馬)

山。有 木(東 京)

中・林  (京 都)

川・ 篠 田(東 京)

田。青 山(福 井)

塚・武 田(愛 知)

崎 0河 村(富 山)

木・秋 山(東 京)

・ 奥 野(福 井)

野・ 河 村(富 山)

上・ 鈴 木(東 京)

原・木 村(福 井)

垣・ 粂 田(愛 知)

′
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長谷川・ 土
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11(福
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男 子 30才 以 上 単

毛 利 清

笠 井 昭

熊 谷 隆

福 井 正

山 内

諸 江 秀

鈴 木 祐

佐 藤

畔 田 紳

西 山 友

前 田 俊

毛 禾1・ 山 上(岡 山)

中 島 0岡 崎(石 川)

畑 ・ 西 山(福 井)

笠 井・ 井 上(東 京)

小 飼・ 諸 江(北海道)

4

/3~´″

´ ´l 22
20 "^-t,

/6~―
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/■―ど

志(岡 山)

五(東 京)

行(福 井)

康(東 京)

修(群 馬)

一(北海道)

司(秋 田)

昭(東 京)

也(富 山)

造(福 井)

一(岡 山)

″ メ
‐
1

/r‐ _/

ν′享
f名、

九

菊 地 利

不 破

松 橋

崎 健

山 一/F―
18‐
〃_甕

/r― ′
11/'世   森

畑   忠

脇 衡

飼 栄

雄(福 井)

夫(東 京)

―(北海道)

明(東 京)

裕(富 山)

裕(秋 田)

一(石 川)

甫(東 京)

―(福 井)

夫(群 馬)

雄(東 京)

/〕一■ト
/F―

“

1 高 木 誠

年・ 亀田保

み ご  ~物

オ

男 子 30才 以 上 複

地・福 井(東 京)

田・ 山 内(群 馬)

破・ 畔 田(富 山)

木・ 松 橋(秋 田)

谷・ 高 木(福 井)

川・ 佐 藤(東 京)

r漏 霰
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男 子 40才 以 上 単

男 子 40才 以 上 複

ノ′～/チ

/タ ーノ
・

/夕 /́」
‐

男 子 50才 以 上 単

男 子 50才 以 上 複

′夕_` 
社  竹 三(岡 山)

~′/小 梶 敏 雄(岡 山)

権 田 正 一(東 京)

八 島   正(東 京)

里(喬 喬)

今 井   先(東 京)

二

、
多

村 上 州 平(東 京)

山 上 周 之(岡 山)

責(詈 出)

占(棗 棗)

河
江
　
村
八

権

山

松
宮 朧 郎      禁

ターカτ
′ ―/r―

(岡 山)
梶 (岡 山)

-23-

2

/ター2
/タ ー

"



都道府県別参加選手 名簿

北  海

秋

群

山

東

神  奈  川

新    潟

小飼 栄一

松橋  裕

増田 保夫
遠藤 真男
今井  先
笠井 昭五
藤川 俊雄
井門 鎮雄
管  借和
柳原 常吉
竹中 将晃
沢村  浩
鈴木  恵
西川 文子
川野 信子

吉良 悠一

上村  真
石丸  勇

不破  裕
宮地 次吉
山田 昭夫
島崎 精治
盛野 博之
田中 俊子

中島 寿橿
亀田 逸夫
板垣 善憲
粂田 順子

尾藤 宏治
佐藤 一夫

浜口 博信
信田  都

秋山 真一

前田 俊一
社  竹三

伊藤 基記

畑  忠雄
森永 茂雄
古木 市郎
寺崎 由雄
山本 皓三
松田 竜子

鈴木 祐司

山内  修

岡崎 恵三

権田 正一
福井 正康
滝山 一甫
田上 十六
喜多川 広
岡村 英男
村田 和男
野坂 英樹
功力 淑江
篠田 弘子

鈴木 勝之

飯塚 達夫
小林 繁男

畔田 紳也
川上 洋一

堺  三徳
土井  勉
室崎 光子
池田 道代

岡崎 健一

長谷川敏彦

武田 初代

国井  裕
高木 紀子

古高 郁夫
岩田 京子

永井かおり

三宅  勝
小梶 繁雄

西山 友造
林   巧
高木 敏明
比田 庄衛
山田 信恵
奥野 成子

川辺 正勝

西場美津子

村上 州平
菊池 千J明
森脇 壽夫
沢田  力
阿部 勇作
斎藤  実
堺  栄一
秋山 文子
望月 光江
畑  和子

杉田  博

栃倉 武司
後藤 和子

河上 重信
永原 昌雄
杉谷 義明
砂子  弥
河村 和子
井上 悦子

新田 正治

鈴木 紀元
大塚 弘子
三輪 宏之
天野 博江

並木 良夫
島  宏子

大八木いと枝

柳本 尭敏

新井 弘子

八島  正
諸江 秀一
星野 忠男
鈴木 幸春
小宮根 塘
中村 行男
宮永 武司
有木とみ子

池田美津子

須貝 澄子

小川 昌之

竹中  茂
竹内 泰子

江尻 兼三
大野 幸雄
村沢 吉雄
田近 孝男
中橋 和子
大場 爽子

奥村 明義

杉政 和男
和田 昌代

河田  満
高田 康子

藤柔 邦彦

浜中 妙子

毛利 清志

井上 興正

佐藤  昭
森谷喜久男

横倉 良樹
佐伯 正夫
相川吉五郎

船越 克之
金藤 貞子
矢口ょし子

鈴木 柳子

道

田

馬

梨

京

熊谷 隆行
本禄 忠義
柳原 時治
松浦 義治
青山 洋子
木村美代子

高木 誠一
阪井 範行
久保 慶昭
篠田 裕彦
山田美津枝

松田 竜一
江守  清
網谷 康等
西島 宏昭
米田 広子

松田新二郎

土井三枝子   サ

上原

牧野 芦子

林 喜美子

山上 周之

佐々木博之

木下 俊樹
原  紀征
糸谷 重義
井元二重子

男
　
男

邦

　

一

田
　
林

士
口
　
小

山富

知

庫

愛

岐

兵

都
　
山

一暴
　
岡

本

　
丼

熊
　
福
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第 1回 以来検定合格ネツト及スポーツ用ネツト全般製造

一一本大 会使 用 ネ ッ トーー

「Mミ セキネツ ト製作所YM ミセキネツ

埼玉県幸手町 〔東武日光線幸手駅下車〕

TEL〔埼玉幸手〕379

みなさまの

薦 井 銀 行

-25-



過 去 の 栄 冠

氏 名 1所 属 1氏
名 1所

属
恒三

轟詞而 而囮 薦墓譲
~「

絣 蒔 1繭師

晏| 名 1所

1 1 一般男子

一般女子

一般男子 神奈りll‐修薔 芳

慕縫菫騰雫
キスヨ慕縫菫

196d一般男子

″
|一
般女子

ヨ面1報野
_|_|一

"l"l-&r+

属 1氏  名 1所  属

神 奈 川
鷹介
亥
奮J條 製紙

良子
|コ
ロンビア

1詈景窃李季1琴平参宮

阪
1舞
棠  書1日

鋼鶴造2

コロンピア
ー
斃果 譲季

三 越費曇克墨

二越鋼材
1場属

山  形奈練

山市

電々東京

山市

電々東京

井羹暮季1般若
鉄工

美智

永 武

書森藤普1栗轟 譲季1帝石秋田

―

|―――――――――――――――――――

明治生命
1爽
闇 
鎮
男1電
々東京

島外茂子1琴
平電鉄

1皇奮
と
験薬

中
ゆ
南
ン
港
”恵

ン

ヨ

バ

ン

攣1藝1要1攀
菫1螢漫主墜1螢
清志
1山
陽学園
躍
奮萱 山陽学

園

憂 1亘1壼1亜

ベニ ア

金森商店
高岡市役

田  正

井 鉄 神 奈 川

ワ

Ｋ

ン

Ｋ

ナ 一一“̈
一
一̈権田正一一J翌|_|

1 居栞と豪暑電々東京 川
野
井
星 電々東京

196J一般男子

″|一般女子
:| 

′~…

″
|一般女子

″1射Ч
″
.混
 合

|

大

ろ 粟套
亥拿羅|十条製紙

電々東京

香

ロンピア
1箭屠

占易峯1後昌 馨警1占 易条

1帝
石秋田

1嚢

井
 炎季1琴平電鉄

耕縣
一動
酬

琴平電鉄

俊雄
|づ

ドヽ≦州慶嬰

″ |″ |一般女子

″ ″ラ子引生
_に_|―



TOKY0

東 京 瓦 斯 株 式 社
△

敏

浩

! の 3

1121～ !0

取 締 役 社 長 本  田  弘

取締役副社長 安  西

東 京 都 中 央 区 八 重 洲

電 話 (281)OHl～ :0,0!2!～ !0,


